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貨
幣
流
通
期
間
主
平
均
生
産
期
間

品
開
五
十
二
巻

品
開
大
観

ヨ五

O 

日

プし

貨
幣
流
通
期
間
三
平
均
生
産
期
間
半

1
l
ロ
バ
ア
ト
フ

Y

の
債
格
水
準
竣
動
理
論
の
基
本
命
題
に
つ
い
て
|
|

青

秀

夫

山

且
一
品
気
上
昇
過
程
が
殆
ん
ど
出
に
物
価
上
昇
主
件
び
、
此
の
物
償
上
昇
が
銀
行
の
信
用
創
造
と
闘
聯
を
有
す
る
己
と
は
、
訴
に
多
ぐ

の
閥
宇
者
に
よ
っ
て
注
目
さ
れ
た
る
現
象
t
あ
る
。
史
に
亦
景
気
上
昇
は
枇
合
の
奇
本
装
備
白
急
激
在
る
時
間
大
を
作
ひ
、
此
白
横
大
は

新
た
た
る
賓
物
資
本
白
大
規
模
た
る
形
成
を
必
要
と
す
る
が
、
此
の
信
用
創
建
及
び
物
償
騰
武
が
一
般
公
衆
の
消
費
の
強
制
的
削
減

を
意
味
し
、
此
の
強
制
節
約
主
通
じ
て
景
気
よ
昇
朋
に
必
要
た
る
寅
物
資
本
の
形
成
が
行
は
る
る
と
と
も
亦
既
に
汎
ぐ
認
め
ら
れ
た

る
事
賓
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
此
の
信
用
創
造
、
物
慣
上
昇
、
強
制
節
約
、
費
本
形
成
在
る
一
聯
D
現
品
棋
の
悶
に
は
如
何
在
る
内
部
的
聯
絡
が
存
ず
る

で
あ
ら
う
か
。

か
の
貨
幣
利
子
と
自
然
利
午
と
の
開
き
に
注
目
す
る
ず
ィ
ク
セ
ル
の
理
論
が
と
の
問
題
に
佐
川
へ
ん
と
ナ
る
も
り
で
あ

る
己
と
は
、
周
知
の
通
り
で
る
る
。
今
こ
こ
に
問
題
と
す
る
の
は
、
此
の
問
題
の
展
開
に
於
て
、

地
位
を
占
む
る
D
-
H
・
ロ
パ
ア
ト
ソ
ン
の
分
析
で
あ
が
。

ヴ
ィ
ク
セ
ル
と
並
ん
で
、
古
典
的

此
白
ロ
パ
ア
ト
ソ
ン
の
分
析
は
、

4

1
ム
の
資
本
理
論
の
影
響
の
下
に
立
つ
駄
で
は
が
ィ
ク
セ
ル
の
そ
れ
と
同
様
で
あ
る
。

ベ
1
ム
理
論
の
利
子
論
的
側
面
、
割
ち
自
然
利
子
概
念
が
重
要
で
あ
っ
た
り
に
封
し

ヴ
ィ
ク
セ
ん
の
累
積
温
程
の
分
析
に
於
て
は

た
だ

*本稿は、拙稿」ロパ【トソン白物債務勤理論可(本誌第四九巻第一由主昭和十四
年七月 h貨幣数量設の動事化としての期間分析， (本誌第四九巻第三腕昭和一十
四年凡月)共に剣橋謬抵白経済揮勤理論D研究町一部をなすものである。
此白貼についでは周知白師 -Albert Hahn: Volkswirtschaftliche Theorie 買)



て
、
ロ
パ
ア

1
ソ
ン
で
は
此
白
賠
は
主
要
で
は
な
い
。
寧
ら
彼
に
と
っ
て
古
典
在
。
は
牢
る
、
そ
D

「
資
本
」

D
理
論
と
し
で

D
側

問
、
即
ち
、
中
間
生
産
物
り
総
慣
を
資
本
と
見
、
己
れ
を
弊
賃
基
金
と
し
て
把
史
、
更
に
と
れ
を
平
均
生
産
期
間
を
介
し
て
消
費
財

の
年
生
産
に
結
び
付
け
る
考
へ
で
あ
る
。

ロ
バ
ア
ト
ソ
ン
は
中
間
生
産
物
の
線
棋
を
「
流
動
資
本
」

(
E
E
-
E
B明
白
隣
室
己
)
と
呼
び
、

財
が
「
土
地
」
に
芽
生
え
て
最
終
消
費
者
に
亙
る
ま
で
の
「
生
産
期
間
」
百
E
E
S
S
F
g
a
)
を
考
へ
と
れ
を
D
で
表
は
し
、
更
に
、
流

動
資
本
心
生
産
期
間
首
り
の
消
費
財
生
産
高
に
劃
す
る
比
率

g
E構
想
す
る
。
明
か
忙
此
等
の
諸
数
量
の
問
に
は
第
一
闘
用
掲
D
如

苦
闘
係
が
あ
る
。
(
比
の
比
率
グ
は
4

1

ム
で
は
一
一
分
自
一
で
あ
る
o

比
四
比
曜
と
生
産
期
間
と
の
積
が
4

1

ム
の
意
味
の
平
均
生
産
期
間
で
あ
る
G

旬

役

ち
平
均
生
康
期
聞
を
'
と
す
れ
ば
、
叶
U
1
v
で
あ
る
。
)
伺
し
ロ
バ
ア
T

ソ
ン
は
ベ

l
ム
と

異
ワ
て
此
白
流
動
資
本
忙
割
立
す
る
「
同
定
資
本

L
E
z
z
t巳
)
1
l
工
揚
、

(生産高口)

Fig.l 

用

銭
道
、
機
械
、
汽
紙
等
々
を
考
へ
る
が
、
然
し
以
下
心
議
論
で
は
此
の
考
慮

(
司

p
u
-
)

は
重
要
で
は
た
い
。
ま
た
平
均
生
盛
期
間
と
牧
谷
と
む
闘
係
も
ロ
パ
ア
ト
ソ
ン
は

産生

考
へ
ι泣
い
。
己
己
で
問
題
と
す
る
限
り
比
於
て
は
、
生
産
期
間
も
平
均
生
産
期
間

D 

も
持
働
者
一
人
首
り
の
生
産
力
も
不
療
で
あ
る
。

か
く
白
如
〈
、

ロ
パ
ア
ト
ソ
ン
も
亦
、
ヴ
ィ
ク
セ
ル
と
同
様
に
ベ

1
ム
の
一
影
響
の
下
に
立
つ
。
然
し
、
第
一
に
、
貨
幣
債
位
決
定

白
問
題
に
闘
し
て
叙
橋
墜
沃
の
停
統
た
る
現
金
残
高
乃
至
賓
物
残
高
の
観
肱

(
P
U
F
F
H
E
B
P司
E
R
F
)
を
採
る
結
に
於
亡
、
第
一
一

に
費
動
過
程
白
分
析
に
、
今
日
「
期
間
分
析
」
と
呼
ば
れ
る
方
法
一
社
用
ふ
る
舶
に
於
て
、

彼
の
分
析
は
ヴ
ィ
ク
セ
ル
の
そ
れ
と
決
定
的

に
臭
う
て
ゐ
る
。
先
づ
第
一
白
，
貨
物
残
高
の
視
結
が
誌
面
の
問
題
に
劉
し
ナ
一
何
主
意
味
す
る
か
を
絞
べ
よ
う
。

改
め
て
記
す
ま
で
も
左
く
、
此
の
立
揚
は
、
個
人
が
保
有
す
る
貨
幣
も
亦
、
家
屋
土
地
家
具
共
他
と
同
様
に
資
産
の
一
形
態
で
あ
り
.

貸
解
協
調
期
間
と
平
均
生
産
期
間

t
F
i
十
ニ
巻

六
九

事
六
腕

五

des ，Bankkredits. 3 Aufl. 1930. Joseph Sc畑町peter: Theorie der wirt 
schaftlichen Entwicklung. 2 Aufl. 1:926. -Ludwig Mises: Theorie des Gelde~ 
und der UmlaufsmitteL 2 Au日 1924.tr è~白研究がある。
D. H. Robertsuu: Banking Policy and the Price Level. 1. ed. 1926 2) 



貨
時
流
週
期
間
と
平
均
生
定
期
間

第
五

f
二
巻

第
六
競

三五

六
九
四

か
か
る
も
の
と
し
て
そ
れ
は
他
の
物
財
と
の
代
用
開
係
忙
於
て
港
揮
。
針
象
と
な
る
と
見
、
吏
忙
此
の
選
揮
の
係
数
的
表
現
と
し
て

の
貨
幣
所
得
に
封
ナ
る
比
率
を
勾
へ
ん
と
ナ
る
も
の
で
あ
る
。
と
の
線
本
の
立
場

現
金
保
有
高

(mmzrt
目。
E
ヨ
E
岳

E
F回
目
)

よ
り
し
て
差
常
り
二
つ
の
重
妥
な
基
礎
概
念
が
生
れ
る
。
第
一
は
、
現
金
残
高
白
賓
質
偵
他
と
し
て
の
「
質
物
残
高
」
音
色

E
V
E
n
-

吋

2
-
r
O
R
L
E
m
)
の
概
念
で
あ
る
。
第
二
は

貨
幣
的
資
産
白
港
搾
を
数
値
的
K
表
現
す
る
係
数
と
し
て
の
「
貨
幣
の
流
通
期
間
」

(官ョ。白

1
B
o
z
-
p
g
p
t
目
。
日
三
或
は
モ
白
逆
数
と
し
亡
の
「
貨
幣
の
所
得
流
通
迩
度
」
(
5
2
2
耳目。
g
q
。内

2
2
E
E
o
m
B
g
o
F

思
可
戸
問
。
耳
目
。
p
q
o内
2
2己戸内
5
3
。『

E
E
4
品
2
2己
F
O
E
2
z
z
g
z
。一向お巴

ESE-O)

の
一
概
念
で
あ
る
。
此
の
二
つ
の
概
念
が
首
阿
の

問
題
に
到
し
て
根
本
的
に
軍
要
で
あ
る
。

治
づ
「
質
物
残
高
」
に
つ
い
て
云
へ
ば
、
此
の
概
念
は
(
ロ
バ
ア
ト
ツ
ン
に
於
て
は
少
く
と
も
、
)

現
金
残
高
よ
り
も
第
一
ー
弐
的
と
考
へ
ら

れ
て
ゐ
る
。
即
ち

貨
幣
は
そ
れ
自
輔
の
た
め
に
求
め
ら
れ
る
り
で
は
泣
く

そ
れ
を
以
て
勝
ひ
得
る
商
品
の
た
め
に
求
め
ら
れ

る
。
従
っ
て
現
金
残
高
も
亦
そ
れ
が
合
む
と
乙
み
の
貨
物
残
高
の
故
に
求
め
ら
れ
る
。
個
人
が
先
づ
持
っ
て
ゐ
る
の
は
貫
物
残
高
へ

の
欲
求
で
あ
り
、

E
れ
に
基
い
て
、
そ
の
時
々
の
慣
特
水
準
と
の
闘
係
に
於
て
現
金
域
高
へ
の
欲
求
、
帥
ち
貨
幣
需
要
が
生
や
る
。

此
の
翻
瓢
は
立
ち
に
円
渡
的
貯
蓄
自
分
析
に
於
て
京
市
主
左
腕
結
を
も
た
ら
す
。
白
渡
的
貯
蓄
は
い
ふ
ま
で
も
た
く
、
収
入
と
支
出
正

心
聞
に
差
額
を
形
成
し
て
現
金
残
高
を
増
加
せ
ん
と
す
る
努
力
で
あ
ふ
。
然
る
に
、
上
記
忙
主
れ
ば
、
此
の
現
金
残
高
の
大
さ
は
個

人
が
保
向
ぜ
ん
と
す
る
寅
物
残
目
前
と
そ
の
時
々
の
償
格
水
準
と
に
よ
っ
て
規
定
胃
れ
る
。
従
っ
て
自
殺
的
貯
蓄
は
次
の
三
つ
の
動
機

に
よ
っ
て
行
は
れ
る
と
見
ら
れ
る
。
第
一
は
、
個
人
の
賞
物
残
高
へ
の
要
求
が
増
大
し
た
場
合
で
あ
る
。
と
れ
は
純
粋
な
る
白
設
的

貯
蓄
の
揚
合
で
あ
っ
て
、

ロ
パ
ア
ト
ソ
ン
は
と
れ
を
回
目
。
E
E
Z
E
C
n
r
E崎
正
呼
ん
で
ゐ
る
。
第
二
は
、
個
人
の
寅
物
残
高
へ
の

欲
求
は
不
槌
で
あ
る
が
、
物
慣
が
騰
武
し
た
た
め
、
寅
軌
残
高
が
則
的
王
の
水
準
以
下
忙
低
落
L
、
そ
む
割
合
せ
の
た
め
貯
蓄
が
計
寄
さ

これに於て rは施動費本であv0 は草枕期間常り生産高である。
グーr，(O.D) 或は、 r~タ D.O= -r- 'O である c
貨幣教景説に於けあ所調 CashBalan田 Approachの最も平明な紅油は D.H
Robertson: Money. (Cambridge Economic Handbooks. II). New Revisen 

従って3) 

4) 



れ
る
揚
合
で
あ
る
。

γ
一
の
貯
蓄
は
他
白
も
の
に
誘
品
位
さ
れ
て
計
要
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、

(
怜
比
一
一
)

c
n
r
E同
と
名
付
け
る
。
第
一
一
一
に
、
例
へ
ば
幼
年
或
は
失
業
等
々
の
現
巾
に
よ
っ
て
従
来
全
然
所
得
を
右
せ
ざ
り
し
も
の
が
、
新
た

ロ
パ
ア
ト
ソ
ン
は
と
れ
を

回
目
与
c
m
U
作
品

に
就
業
し
て
所
得
を
得
る
に
到
っ
て
、
己
己
に
賓
物
残
高
へ
の
欲
求
が
生
れ
て
貯
蓄

E
行
ふ
場
合
で
あ
る
。
と
の
新
日
航
傭
者
の
寅
物

残
I

的
創
設
の
た
め
の
貯
蓄
は
第
一
白
範
時
に
魁
せ
し
め
て
も
よ
く
、
又
ロ
パ
ア

l
ソ
ン
も
此
の
場
合
を
特
に
取
出
し
て
名
付
け
る
と

と
を
し
た
か
っ
た
が
、
こ
と
で
は
使
宜
上
と
れ
を
他
と
同
別
す
る
と
と
と
す
る
。

ロ
パ
ア
ト
ソ
ン
は
「
賓
物
残
高
」
概
念
工
り
出
殺
し

て
貯
蓄
を
か
〈
の
如
く
分
析
す
る
が
、

信
川
剣
法
の
資
本
形
成
妓
阿
世
の
分
析
は
か
か
る
貯
蓄
の
分
析
に
基
い
て
托
さ
れ
る
白
で
あ

る。
第
一
一
の
「
貨
幣
流
通
期
間
」
即
ち
、

所
謂
「

7
7
シ
ヤ
ル
の

K
」
(po
冨
耳

m
E
-
r
s
h叫
に
つ
い
て
詳
請
す
る
こ
と
は
、

恐
ら
〈
、
銀

法
を
あ
ま
り
に
冗
長
た
ら
し
め
る
で
あ
ら
う
ロ
と
こ
で
は
た
だ

静
態
を
仮
定
す
る
と
き
、

直
ち
に
弐
の
所
調
銀
橋
数
量
方
樗
式

q
r
o
p
E
Z
E明。

eE

景、
F
を
憤
絡
水
準
、
K
E「
H
L
(
草
枕
期
間
〕
で
測
っ
た
上
記
の
貨
幣
流
通
期
間
、

O
E
一
日
首
り
の
級
生
産
高
(
或
は
「
凶
民
分
配
分
」

L
z
す

る

と

昔

、

で

あ

る

。

此

接

合

常

然

公

衆

の

一

貫

物

残

高

は

同

円

。

(

剖

ち

貨

幣

流

逼

朋

問

常

り

白

トー
) 

』
高
川
川
、
同
門
。

生
産
高
)
に
等
し
〈
、
更
に
一
一
H
首
り
の
岡
氏
所
得
は
E
K
等
し
い
と
と
と
た
ら
う
。

さ
ア
勿
論
、
現
賞
の
粧
桝
費
動
過
程
に
於
て
は
、
公
衆
が
、
所
得
に
謝
し
て
現
令
一
残
高
に
似
た
し
め
ん
と
意
闘
す
る
比
率
も
貨
幣

数
量
が
所
得
に
射
し
て
現
貨
に
保
っ
と
と
ろ
の
比
率
も
共
に
そ
れ
ぞ
れ
礎
動
K
さ
ら
さ
れ
、
両
者
は
騒
々
請
離
す
る
で
あ
ら
う
。
然

し
吾
々
は
以
下
で
は
、
止
づ
、

一
入
賞
り
の
生
産
向
不
縫
に

L
て
そ
の
賞
質
問
符
は

JMに
そ
り
生
産
肖
に
等

L
〈
、
更
に
そ
の
欲
求

す
る
寅
物
建
高
は
此
D
賞
質
所
得
白

K
倍
で
あ
る
揚
合
を
仮
定
す
る
町
更
に
こ
の
こ
と
と
相
侯
っ
て
、

ロ
パ
ア
ト
ソ
ン
は
国
民
所
得

貨
幣
流
遁
期
間
主
平
均
生
産
期
間

第
五
十
二
巻

五

ハ
九
五

第
六
抗

Edition， I932， Clulpter. TT. t;:見ちれる。位、ケインズ貨幣荷、龍一巻第二編
第十回章(邦課、事二分冊 p-135-以下)はその最も銑い批刊である。
問題向部に耐久的資本財又は詩券が介入L、従って投資が現はれるに到れ
ば、此の定義は完不全となる。然L、 これらの複雑化1'1子i>:Lばらく度丹市且

5) 



貨
幣
流
描
期
間
と
平
均
生
産
期
間

第
五
十
二
巻

第
六
輔

五
回

六
九
六

に
釣
仁
て
貨
幣
数
量
が
保
つ
比
率
は

K
の
上
下
を
動
揺
し
、
結
局
そ
れ
に
接
近
す
る
揚
合
し
か
考
へ
在
い
。
要
す
る
に

K
は
、
問
題

と
す
る
経
済
蟹
動
過
程
に
於
て
、
上
記
の
二
重
の
意
味
の
係
数
の
一
一
J
F
常
在
る
」
値
と
見
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

以
上
は
、
現
金
残
高
槻
貼
が
首
面
白
問
題
に
剥
し
て
則
意
す
る
と
己
ろ
白
も
の
の
凡
で
で
あ
る
。

ロ
パ
ア
ト
ソ
ン
の
今
一
つ
‘
の
重

要
た
槻
執
は
「
期
間
分
析
」
の
一
そ
れ
で
あ
る
が
、
此
の
恥
に
立
入
る
に
先
立
っ
て
、
諌
め
此
白
方
法
の
適
用
が
、
以
上
の
諸
槻
賠
と
A
n

し
て
如
何
た
る
桐
根
本
的
蹄
結
を
も
た
ら
す
か
を
絞
べ
て
置
き
た
い
。

生
産
過
程
の
構
遁
常
数
(
号
E
Z
E
E
3
2
3
4
Tと
し
て
「
平
均
生
産
期
間
」
の
概
念
が
、
ま
た
貨
幣
流
通
側
の
事
情
の
構
也
常
数
ム

し
て
「
貨
幣
流
通
期
間
」
の
概
念
が
導
入
さ
れ
た
と
と
は
、
銃
漣
の
通
り
で
る
る
。

し
て
次
の
注
目
す
ベ
昔
根
本
命
題
を
樹
立
す
る
。

ロ
パ
ア
ト
ソ
ン
は
此
の
二
つ
の
概
念
を
手
懸
り
圭

「
次
に
、
組
行
自
信
用
創
遣
に
よ
っ
て
雇
傭
の
噌
加
、
生
産
の
旗
張
に
必
要
な
る
新
流
動
資
本
を
創
出
す
る
に
詣
っ
て
、
債
格
水
草
の
安
定
を
は
か
ら

ん
?
と
す
れ
ば
、
如
何
な
る
比
中
に
於
て
比
の
新
誠
到
費
本
の
創
出
を
へ
ば
よ
い
か
、
ー
と
い
ふ
問
題
が
時
間
る
。
今
一
人
一
人
の
生
産
力
に
費
化
な
〈
、
ま
た

責
特
残
両
保
有
の
欲
求
に
も
費
化
が
な
い
止
と
偲
定
す
否
。
此
の
偉
定
の
下
に
於
て
は
上
記
の
問
題
の
牌
容
は
結
局
平
均
生
産
期
間
と
貨
幣
の
施
通
期
間
と

白
ご
つ
の
互
に
調
立
な
大
さ
に
依
存
す
る
。
精
確
に
一
百
へ
ば
、
貨
幣
の
流
誼
期
間
が
平
均
生
産
期
間
に
等
し
い
場
合
に
位
、
流
動
資
本
の
算
柑
級
敷
的
な

る
帝
大
が
、
慣
格
水
準
白
費
動
な
〈
L
て
、
恰
度
維
持
さ
れ
得
る
。
若
L
貨
幣
の
流
温
期
聞
が
平
均
生
産
期
間
よ
り
も
盟
い
な
ら
ば
、
流
動
費
本
町
帯
分

を
露
究
鈍
ら
せ
て
行
〈
品
、
或
は
債
格
水
準
白
上
昇
を
許
ず
か
、
何
れ
か
一
つ
を
樺
ば
ざ
る
を
得
由
。
』
一
に
若
し
貨
幣
白
描
蓮
如
問
が
平
均
生
居
期
間
よ

り
大
き
い
な
ら
ば
、
流
動
資
本
目
噌
加
を
罷
去
に
昂
め
て
行
〈
か
、
或
は
慣
絡
水
準
を
組
え
ず
下
落
せ
上
品
て
行
〈
恥
、
何
れ
か
一
つ
を
揮
ば
ざ
る
を
得

な
し
v

。
若
干
の
草
者
に
よ
れ
ば
、
債
格
水
準
を
安
定
な
ら
し
め
る
如
〈
流
到
費
本
の
供
給
を
佐
保
す
る
樹
闘
た
る
こ
と
が
銀
行
の
疑
ふ
べ
か
ら
ざ
る
義
韓
で
あ

る
と
詞
は
れ
る
。
然
し
か
〈
の
如
き
主
辰
は
経
済
的
調
和
白
賓
魂
と
い
ふ
あ
ま
り
に
も
安
易
な
る
偲
定
に
依
疎
ナ
る
も
の
で
あ
る
。
蓋
し
現
貨
に
於
て
は

恐
ら
く
は
、
貨
幣
の
流
通
期
聞
は
正
常
的
に
は
平
均
生
産
期
間
よ
り
魁
〈
、
従
つ
C
二
人
一
人
の
生
産
力
に
費
化
な
ぐ
、
き
た
流
動
資
本
の
供
給
は
銀
行

自
信
用
創
益
活
訓
酬
を
通
ビ
て
し
か
護
岸
さ
れ
ぬ
祉
曾
に
於
て
油
動
資
本
を
隆
替
な
く
一
様
に
噌
加
し
て
行
か
う
と
す
れ
ば
、
首
謀
債
格
水
準
は
絶
え
ず
」

ずる首面白問題に踊Lては、此の定義で満足 L得る。
ことに憤格水準とは消費財債格水準(或は incomeprice-Ievel)を意味し、融
生産高は消費財組J生産高を意味すると理解されたい。
以下(0Robcrtson白議論D理解に賞ヮ ζは、困民経済は凡て#民事なる生産力
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昇
せ
ぎ
る
を
得
ぬ
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
か
ら
で
ち
る
。
他
方
に
於
て
ま
た
一
人
一
人
目
生
産
力
炉
不
断
に
晴
加
し
つ
つ
あ
る
と
す
れ
ば
、
債
格
水
準
が

下
落
し
行
〈
に
も
拘
は
ら
ず
、
流
割
賛
本
(
日
勢
働
で
測
ら

ιた
そ
れ
)
の
降
替
な
き
一
様
な
る
噌
加
は
斑
分
維
持
さ
れ
る
か
も
知
れ
白
か
ら
で
あ
る
。

さ
て
事
寅
に
於
て
涜
動
費
本
の
用
役
は
企
業
者
自
身
の
貯
蓄
に
よ
っ
て
も
僻
給
さ
れ
る
。
き
う
し
て
、
長
期
に
亙
る
安
定
的
、
或
は
嵯
化
の
漸
次
的
な

吠
視
の
下
に
於
て
な
ら
ば
、
此
の
潤
立
な
流
動
委
本
用
役
の
供
抽
を
1
て
、
慣
格
水
準
を
安
定
せ
し
め
つ
つ
油
動
費
本
を
隆
替
な
〈
靖
加
せ
し
め
る
や
う

に
、
需
要
に
遁
鹿
せ
し
め
る
こ
と
も
晶
子
し
も
不
可
能
で
は
な
い
。
ル
一
は
い
へ
、
金
甑
な
強
到
の
行
は
れ
る
揮
期
に
於
て
は
、
か
〈
の
如
〈
、
慣
絡
水
準
を

安
定
せ
し
め
ん
こ
と
を
意
固
す
る
銀
行
政
策
ー
と
が
互
に
岡
主
し
難
い
事
情
は
、
時
と
し
て
、
次
に
骨
組
の
循
環
の
分
析
が
一
石
ず
で
あ
ら
う
如
〈
、
悶
難
。

重
要
な
原
因
、
と
な
り
狩
る
の
で
あ
る
。
」

然
ら
ぽ
何
故
に
流
動
資
本
の
増
加
の
要
求
と
憤
裕
水
準
の
安
定
の
要
求
と
は
矛
盾
す
る
に
到
る
か
。
次
に
吾
々
は
、
期
間
分
析
の

方
法
の
溺
用
と
し
て
、
此
の
問
題
に
つ
い
て
白
ロ
バ
ア
ト
ソ
ン
の
説
明
を
見
ょ
う
。

(
註
一
)
ロ
バ
ア
ト
ソ
シ
は
施
割
資
本
を
俳
給
す
る
費
本
形
成
活
動
を
食
田

voユ
回
し
里
r
E問
ョ
と
呼
刊
日
、
同
定
費
本
を
供
給
す
る
(
よ
切
的
礁
に
は
、

完
成
し
た
固
定
資
本
則
を
買
取
る
た
品
の
資
本
を
供
給
す
る
)
費
本
形
成
活
動
を

R
F
B四

F
R
E巴
円
、
と
呼
ぶ
。

(mciげ
O
号
。
ヨ

H
w
s
r
z
m
可。

]5、

E
門ご
Z
H
V口
百
円
〈
2日
間

》

t

z

E』
)
も
と
も
と
、

RaHErEmw-
と
は
資
本
を
形
成
す
る
活
動
で
あ
っ
て
、
掠
も
賃
貸
倒
値
に
掛
て
測
ら
れ
る
も

の
で
ち
る
。
従
う
て
此
の
「
(
貨
物
的
)
養
本
形
成
活
動
L

と
そ
の
結
果
た
る
「
(
貨
物
)
費
本
」
と
は
匝
別
吉
れ
ね
ば
な
ら
向
。
士
宮
仏

Ev
ち

lt)
何
回
バ
ア

ト
ソ
シ
で
は

E

円
。
品

E
o
E品
ミ
の
供
給
は
主
と
し
て
公
畢
白
白
礎
的
貯
蓄
に
ょ
う
で
な
さ
れ
る
白
に
封

L
、
公
団
吉
巳

E
o
w
E問
、
司
自
供
給
は
銀
行
貸

付
を
侠
つ
て
な
さ
れ
る
都
八
百
が
事
き
を
占
め
る
。

(
E仏
句
叫
ぶ
ま
)
こ
こ
で
は
回
定
費
本
を
考
へ
な
い
か
ら

R
F
B
m
F
R
r
E
m
u
-
も
赤
度
外
腕
す
る

が
、
県
上
此
の
ご
つ
の
資
本
形
成
活
動

ω
間
目
閥
揮
は
景
気
循
環
過
程
で
決
定
的
な
役
割
を
帯
び
る
も
の
と
見
ら
れ
て
ゐ
る
。

(
F
E
・
2u
官

fEE)
此
の

問
題
は
別
白
樺
曾
に
於
て
論

f
る。

(
註
一
己
此
の
場
合
物
情
騰
貴
が
費
本
形
成
を
敗
む
経
路
は
間
接
的
で
あ
る
。
即
ち
そ
れ
は
経
済
主
悼
の
慣
椅
騰
貴
に
劃
す
る
反
作
用
を
罰
じ
て
行
は

れ
る
。
こ
れ
に
劃
し
て
物
情
騰
貴
が
、
斑
接
に
一
般
去
最
の
購
買
力
を
制
措
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
資
本
形
成
を
結
果
す
る
こ
と
が
あ
る
。
掴
常
「
強
制

節
約
」
(
肘
旬
以
唱
ロ
ロ
官
ロ
2
3
5目
♂

F
E
E
-
E
Sロ
包
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
こ
れ
で
あ
る
。
ロ
バ
ア
ト
リ
ン
は
と
れ
を

R
〉ロ
Z
E旦
R
F
R
r
E
m
-
-
と
呼
ぶ
。

従
っ
て
ロ
パ
ア
ト
ツ
ン
に
於
て
は
贋
義
の
「
強
制
節
約
」

(HE宮
路
仏
『
長
岡
田
開
)
は
自
働
的
安
本
形
成
ー
と
誘
渡
的
資
本
形
成
と
の
一
一
種
よ
り
成
る
わ
け
で
あ

る
。
(
同
令
官
喜
S
F
H也
君
主
胃
)
。

貨
栴
疏
遁
期
間
と
平
均
生
岸
期
間

停
五
十
二
巻

六
九
七

第
六
競

n 
玉

を有する勢働者自宅ホから成ると考へら札たい。 宜た努働者に封立する企業者
は存Lない。勢働者以外には政府主品行と L..存在しない主考へられたい。



貨
幣
涜
誼
期
間
と
平
均
生
産
期
間

第
五
十
二
巻

MM
ムハ

フて

ブh
i¥、

悼
大
腕

(
註
三
)
同
島
田
宮
自
国
E
E
3
m
町内
w
r
q
E
L
F
O
H
Mロ
2
円。
E

E
丹

E
-
u
m》

3
3
r
何
今
問
題
と
す
る
叙
諸
に
闘
し
で
は
、
(
さ
う
し
て
そ
れ

に
関
し
て
の
み
)
相
肱
と
静
一
一
一
版
(
一
九
一
一
一
二
年
)
と
の
間
に
注
目
ナ
ペ
き
相
濯
が
あ
る
n

初
版
で
は
、
引
貨
に
於
て
一
般
に
貨
幣
白
流
詔
期
間
は
平
均
生

産
期
間
よ
り
短
い
と
見
ら
れ
た
の
に
封
し
て
、
第
一
一
一
版
で
は
寧
ろ
、
現
代
町
英
米
の
正
常
時
に
於
て
は
、
両
者
何
わ
も
六
ヶ
月
に
涯
い
と
見
ら
れ
て
ゐ

る
ロ
然
L
そ
れ
に
よ
ワ
て
、
三
『
W
O
E
S
E官
官
げ
E
4
Z
2
2ロ
μ
E
=
E
D
m
H
宮
HRW
青
白
何
回

E

E

胃
c目。
Z
M
w
m仲
間
ヴ
]
命
聞

U
5
1
0
4
E
D
P仏
釦

r
h
E
r
B
m
旬。戸
F
4
吉

5
2
2
4官
。
官
E
o
E
。EOBm
ぢ

F
F
O
A
Z
E
E
W
え

の
R
E
F
E
m
P
4
H
Z
τ

と
い
ふ
ロ
パ
ア
ト
ソ
ン
の
根
本
の
主
張
は
φ
し

も
動
か
さ
れ
て
は
ゐ
な
い
。

別
の
機
合
に
綾
・
へ
た
る
如
パ
¥
削
問
分
析
の
右
法
の
般
本
を
た
す
も
白
は
「
有
限
忙
し
て
然
も
ぷ
可
分
友
る
単
位
期
間
」

(
E号

E
ご
E
E
F
Z
E
O
B
。
ご
E
O
)
で
あ
る
。
ロ
パ
ア
}
ソ
ン
は
と
れ
を
「
日
し
と
呼
ぶ
が
、
此
白
日
の
問
の
・
請
は
ぽ
産
段
聞
の
市
揚
は
、

役
か
ら
納
ま
で
の
聞
に
よ
っ
て
区
劃
さ
れ
、
然
も
此
白
閣
の
期
間
は
瞬
間
に
ま
で
回
世
輸
さ
れ
て
ゐ
る
と
見
る
ぺ
昔
で
あ
ら
う
。
兎
に

角
此
白
書
聞
に
於
て
は
、
そ
り
一
日
中
は
一
定
不
愛
左
右
偵
格
が
形
成
せ
ら
れ
て
此
の
償
格
白
干
に
凡
で
の
取
引
が
行
は
れ
る
と
仮

定
せ
ら
れ
る
。
「
夜
」
に
入
う
て
此
等
白
取
引
が
凡
て
終
る
や
、
そ
れ
ぞ
れ
経
済
担
惜
は
そ
心

H
の
取
引
を
事
後
的

(
2
1占
片
五
同

臥
的

(
E
z
m胃
540)
に
決
算
し
、
そ
の
日
の
「
受
取
っ
た
所
得
L
(
E
S
E
-
o
E
5
g
を
計
算
L
.
そ
の
金
庫
(
或
は
預
金
調
帳
)
の
現
金
残

尚
を
調
ペ
上
げ
、
そ
れ
が
含
む
賀
町
川
慣
値
(
貨
物
残
高
)
を
考
へ
る
。
常
朝
に
到
れ
ば
彼
は
そ
の

H
D
「
使
用
し
得
る
所
得
」
片
官
官
m
E
o

E
2
5
2
を
見
つ
も
り
、
と
れ
に
基
い
て
首
日
の
支
出
双
び
貯
諮
を
計
遺
し
て
、

市
揚
忙
臨
む
。

市
揚
に
於
て
は
或
は
公
裁
の
油
開
削

せ
ざ
り
し
興
件
の
鐙
動
が
現
は
れ
、
市
揚
は
公
衆

ω期
待
の
如
〈
経
過
し
た
い
か
も
知
れ
た
い
。
然
L
、
期
間
分
析
は
、
そ
の
特
徴

と
し
て
、
か
か
る
錆
設
に
も
仰
は
ら
十
、
公
衆
は
「
朝
」
樹
点
し
た
計
毒
一
を
そ
の
ま
ま
日
明
百
人
た
く
買
行
し
、
計
書
の
礎
児
は
、
戊
か
ら

判
虻
か
折
て
の
み
、
印
ゆ
っ
期
間
の
切
日
比
於
て
り
み
起
る
と
蝦
定
す
る
。
従
っ
て
そ
の
日
一
日
を
泊

L
て
、
市
場
で
は
、
確
定
不
境

此知にづいては仰上掲捌摘しロパアトソンの鞠償費到理論守 L貨幣数量罰百頭I

皐イヒ~しての却I問分析1を見 ι オしたいロ
，) 



心
服
況
が
支
配
す
る
こ
と
と
な
る
。
期
同
分
析
は
日
日
の
市
場
の
欣
況
は
か
く
の
如
〈
比
し
て
形
成
さ
れ
る
も
の
と
兄
る
。
従
っ
て

絞
桝
時
世
動
は
、
山
ハ
件
の
務
動
と
そ
れ
に
測
し
て
の
公
衆
の
反
作
川
の
結
県
在
し
て
榊
成
さ
れ
る
。
期
間
分
析
の

H
的
は
、
此
の
方
法

に
よ
っ
て
興
件
縫
動
が
市
揚
に
及
す
放
岡
市
と
そ
れ
に
削
則
す
る
公
衆
の
反
作
川
と
を
、
円

E
-
4弓
て
明
か
に
し
、
己
れ
に
よ
っ
て
終
消

秘
動
過
釈
を
川
内
同
市
的
に
跡
づ
け
る
己
と
に
あ
る
と
一
式
へ
ょ
う
。

さ
て
ロ
ハ
ア
ト
ソ
ン
は
以
上
の
諸
特
徴
を
有
す
る
期
間
分
析
の
方
法
主
似
て
終
消
縫
動
過
躍
を
分
析
せ
ん
正
す
る
が
、
此
際
問
猿

叶
摘
。
欣
態
と
し
て
取
ら
れ
る
の
は
均
術
放
態
、
従
っ
て

k
記
の
貨
幣
流
通
に
闘
ず
る
諸
保
件
が
そ
の
士
ま
安
常
す
る
均
衡
扶
態
で
あ

る
。
ま
た
、
ヒ
記
の
一
如
く
、
貨
幣
支
川
は
、
晴
朗
い
仰
に
測
す
る
現
賓
の
実
切
り
に
も
拘
は
ら
や
、
期
間
中
不
畿
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
む

に
針
し
て
、
他
面
供
給
慨
は
償
却
怖
心
境
勤
に
況
し
て
宇
し
も
泊
照
し
た
い
と
見
ら
れ
る
。
印
ち
、
生
庄
宥
は
そ
の
日
に
生
尽
さ
れ
た

も
の
を
凡
て
市
揚

ι持
出
し
、
償
絡
が
咋

H
に
比
し
て
H

と
う
あ
ら
う
と
、
そ
れ
だ
け
の
も
の
は
費
抑
ふ
と
見
ら
れ
る
。
か
く
て
そ
の

日
そ
り
日
の
債
格
(
乃
一
主
岡
山
格
水
準
)
は
、

h
く
の
如
〈
開

h
性
一
に
等
し
き
時
一
生
曲
線
L
」
、
完
全
に
非
弾
h
的
た
る
供
給
曲
線
と
心

合
致
す
る
賄
に
於
て
定
ま
る
、

と
見
ら
れ
る
。

以
上
白
如
昔
桃
却
は

一
般
に
期
間
分
析
の
立
担
却
を
採
る
も

ρ
が
均
し
く
刑
ひ
る
と
と
ろ
で
あ
る
が
、
更
に
ロ
パ
ア
ト
ソ
ン
で
は

経
済
主
惜
が
毎
朝
心
計
書
一
樹
立
に
於
て
そ
り
日
に
如
何
在
る
倒
怖
が
支
配
す
る
で
あ
ら
う
か
」
を
考
へ
て
凡
込
む
と
こ
ろ
の
、
抽
出
想

的
特
は
昨
日
山
例
格
に
等
し
い
、
と
仮
定
さ
れ
る
。
山
ち
・
昨
日
の
例
絡
が
今
日
も
支
配
す
呂
で
あ
ら
う
と
の
時
防
相
中
の
下
に
、
今
日
白

所
得
白
振
分
け
を
定
め
る
、
と
仮
定
さ
れ
る
。
此
白
仮
定
と
乍
行
し
て
、
ロ
パ
ア
ト
ソ
ン
は
、
昨
日
つ
交
取
っ
た
所
得
」
が
今
H
「
使
用

し
得
る
所
得
」
で
あ
る
と
仮
定
す
る
。
即
ち
、
統
消
主
位
は
昨
H
受
取
っ
た
所
得
そ
を
の
ま
ま
今
朝
に
持
越
し
、
克
に
今
川
は
そ
れ

だ
貯
し
か
使
ひ
得
ぬ
も
白
と
槻
念
し
て
そ
の
使
途
を
計
喜
一
一
す
る
と
限
定
す
る
。
此
の
鮪
に
つ
い
て
は
均
し
〈
則
間
分
析
の
江
場
を
と

貨
幣
流
誼
期
間
と
平
均
生
産
期
間

ヨi二
七

六
九
九

第
五
十
二
容

静
六
腕

瑞典の Lindahl: Studies in the Theory of Money and C見pitaI. 1939 
Lundberg:: Studit:s in lhe Theory of Economic E玄 pansion.I936 なl'の業

績は此の方法の手IJ用の上に立つe倫 Myrdalは此白方法の反調者と見られる。
拙稿IJ~l問分析と均街概念'(翻開論叢、静五十巻帯四続昭和H一五年同月)多問。
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貨
幣
涜
祖
期
間
と
平
均
生
産
期
間

第
五
十
二
巻

七
C
C

第
六
披

三五
F、

る
も
D

D
聞
に
於
て
も
意
見
白
相
還
が
見
ら
れ
る
。

勿
論
以
上
白
如
き
方
法
に
よ
っ
て
経
済
援
動
過
程
を
理
論
的
に
再
構
成
し
、
調
は
ぽ
そ
の
モ
デ
ル
を
提
供

L
、
そ
れ
に
よ
っ
て
経

品
川
愛
動
温
殺
の
内
部
的
機
構
を
明
か
に
せ
ん
が
た
め
に
は
、

か
か
る
帥
出
動
を
規
定
す
る
と
こ
ろ
り
外
部
的
保
件
白
鍵
化
の
仕
方
が

司

MOB-g
さ
れ
ね
ば
左
ら
ぬ
白
調
は
ば
輿
件
幽
数
の
、
時
白
函
教
と
し
て
の
、
形
が
興
へ
ら
れ
ね
ば
左
ら
ね
。
査
し
.
Z
口
々
は
静
態

的
循
環
か
ら
出
登
ず
る
の
で
あ
る
か
ら
、
何
ら
か
の
外
部
的
保
件
の
務
化
を
仮
定
し
狂
い
限
り
、
経
済
費
動
は
起
り
得
在
い
か
ら
で

あ
る
。
と
と
る
で
此
白
血
パ
件
函
数
白
形
白
定
義
は
‘
常
然
、
問
題
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
ね
ば
在
ら
ぬ
。
何
が
問
題
で
あ
る
か
に
従
つ

て
、
そ
こ
に
仮
定
さ
れ
る
輿
件
白
費
動
は
適
常
に
指
定
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
従
っ
て
吾
々
は
、
以
下
に
於
て
上
記
む
命
題
が
如
何
な

る
問
題
に
到
す
る
解
答
で
あ
る
か
を
絞
べ
よ
う
。
貨
は
上
記
の
基
本
命
題
。
論
詮
に
首
っ
て
、

ロ
パ
ア
ト
ソ
ン
は
概
め
て
特
異
た
仕

方
で
問
題
を
構
成
し
た
が
ら
然
も
此
の
問
題
の
椛
成
D

m
併
を
殆
ん
ど
読
者
に
一
任
し
、
紋
同
身
説
明
を
最
小
限
『
広
に
膜
縮
し
て
ゐ

る
白
で
あ
る
か
ら
、
此
白
説
明
は
、
冗
長
に
は
見
え
る
が
、
必
要
た
の
で
あ
る
。

既
謹
白
如
〈
、
均
衡
欣
態
が
川
護
黙
に
B

と
ら
れ
る
。
そ
己
で
の
貨
幣
流
通
は
上
記
の
通
り
で
あ
る
が
、
生
産
自
構
誌
は
第
一
問
所

掲
む
如
き
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
削
ち
一
日
償
り
O
の
生
産
を
行
ふ
数
量
対
け
弊
働
者
が
雇
傭
さ
れ
、
此
白
原
傭
を
紺
持
す
る
た
め

に
F
だ
け
の
流
動
資
本
(
中
間
生
産
物
)
が
絶
え
や
再
生
産
さ
れ
て
ゐ
る
と
す
る
、
と
と
ろ
で
第
零
H
が
か
〈
の
如
音
欣
態
で
あ
る
と

し
て
、
い
ま
、
第
一

H
よ
り
初
め
て
、
銀
行
の
信
刷
創
治
に
よ
っ
て
雇
怖
が
漸
吠
増
加
し
て
行
昔
、
然
も
技
術
水
準
は
(
従
ワ
て
生
腔
期

聞
も
平
均
生
産
期
間
も
)
不
務
で
あ
り
、

(
詮
二

す
る
揚
合
を
考
へ
る
。

更
に
公
衆
は
凡
て
夫
々
貨
幣
流
通
期
間
営
り
白
生
産
高
に
等
し
い
寅
物
残
高
へ
の
市
立
求
を
布

瑞典の諸皐者ーは、例へば今日利1問が得られる見込がある場合には、その利潤
は理想目前号由一部と Lて+日白 di史用し得る所得1 に繰込蒙れると考へる。
Robertson は Essaysin Monetary Policy， 1940， pp. 6-7.に於て此白見解を
批判してゐる。倫ここで吾三が耳元扱ふ問題については、此白ロバアトソン白
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ロ
パ
ア
ト
ソ
ン
の
問
題
は
か
〈
の
如
き
場
合
に
つ
い
て
構
成
さ
れ
る
り
で
あ
る
が
、
此
白
問
題
の
構
成
に
つ
い
て
た
づ
説
明
を
要

生産 /生産脅JJD.1口生産

/一( 日首 y)

新シタ流動安本カ
Cダケ形成サレ、
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コレエヨツテ新人
口sI/;ガ就業スFレ

m
w
h
u
 

加
同
日

清
l
h
'

一、

序
O

生
高

メ

/
j
y
/
 

ガ
、
人

本
レ
新
ル

費
サ
テ
ス

動
成
ゆ
業

流
形
『
就

ク
ケ
三
万

シ
グ
レ

B

新
C
ヨ
口

生産高不費一円常リ
生産高0

vft動費本F

r 
~ 

雇情晴加第三期
(長サD)

十一一一一一 ーー|一一一←一一一 l 
~R怖噌加第三期

(長サD)
雇働時幸1加第一期

(長サD)
均衡耽態

貸
柿
流
掻
期
間
と
平
均
生
産
期
澗

ナ
る
白
は
、
流
動
資
本
白
算
術
級
数
的
増
加
と
い
ム
と
と
で
あ
る
。
然
ら
ば
流
動

資
本
の
算
術
級
数
的
増
加
と
は
何
主
意
味
す
る
か
。

今
上
記
の
履
備
増
加
の
描
程
主
、
生
産
期
間
D
白
一
帽
を
以
て
次
々
忙
同
切
り
、

と
れ
を
第
一
期
、

第
二
期
等
々
と
名
付
町
、

犬
々
の
期
に
於
け
る
脹
傭
増
加
を

(但

L
そ
れ
ぞ
れ
の
期
の
期
末
に
於
け
る
属
怖
の
扶
態
を
前
「
期
」
の
期
末
の
そ
れ
に
比
較
し
て
)

夫
々
B
W
D
等
々
と
名
付
け
る
。
(
第
二
岡
参
胤
)
。
己
と
に
琉
動
資
本
が
算
術
級
数
的

に
増
加
す
る
と
い
ふ
の
は
、
此
等
の
各
々
白
期
に
於
け
る
原
傭
増
加
が
等
し
い
揚

Fig. 2 

合
で
あ
る
。
荒
し
此
の
場
合
に
は
、
技
術
水
準
不
鑓
白
前
提
に
臆
じ
て
二
期
づ
っ

お
く
れ
て
生
産
物
が
各
々
の
矧
に
於
て
等
量
づ
っ
増
加
し
て
行
く
と
共
民
、
そ
の

た
め
に
各
々
の
期
に
於
て
流
動
資
本
が
等
量
づ
う
増
加
せ
ね
ば
在
ら
ぬ
か
ら
で
あ

〔
註
三

る
o

帥
ち
、
ペ

1
ム
の
現
時
川
か
ら
知
ら
れ
る
や
う
忙
、
川
づ
っ
の
生
産
増
加
白
た

め
に
は

。
日
口
見
。

だ
け
の
流
動
資
本
の
増
加
が
必

(

日

)

要
で
あ
る
が
、
か
く
の
如
く
、
毎
期
C
づ
っ
白
流
動
資
本
が
増
加
し
て
、
そ
白
結

果
毎
期
一
定
量
の
一
雇
傭
が
生
産
に
吸
牧
さ
れ
生
産
が
「
懐
妊
胡
閲
」
だ
け
白
恥
ゃ
ん
W

E
持
ち
乍
ら
一
日
営
り
刈
づ
っ
増
加
し
て
行
く
揚
合
が
、

己
乙
忙
所
謂
「
流
動

資
本
が
算
術
級
数
的
に
増
加
す
る
し
揚
合
た
む
で
あ
る
。

第
五
十
二
巻

七
O 

三五

九

億
六
腕

立場は般密に貫れではゐない。此白勤後に詳論する。



貨
幣
拙
詔
期
間
企
平
均
生
産
畑
閣

第
五

f
二
容

第
ノ、

掠

アマ
O 

七
C 

か
〈
の
如
〈
ロ
パ
ア
ト
ソ
ン
は
、
屈
山
川
晴
加
を
持
賃
基
金
也
増
加
に
結
び
つ
け
て
巧
へ
る
が
、
進
ん
で
波
は
こ
れ
井
一
夫
哀
し
T
一現

は
れ
る
貨
幣
数
量
の
竣
動
を
考
へ
る
。

此
際
流
動
資
本
増
加
の
た
め
必
要
な
る
貨
幣
資
本
は
凡
で
銀
行
貸

簡
単
の
た
め
に
彼
は

刊
に
よ
っ
て
供
給
さ
れ
、
ま
た
銀
行
は
た
だ
流
動
資
本
に
封
し
て
の
み
貸
付
を
行
ひ
、
同
定
資
本
、
同
位
等
に
剥
し
で
貸
付
を
行
は

や
、
と
侭
定
す
る
。
従
っ
て
上
記
の
流
動
資
本
の
増
加
は
裏
別
に
於
て
必
中
銀
行
の
貸
付
増
加
を
も
た
ら
す
壮
一
円
で
あ
る
。

然
ら
ぽ
此
の
一
貸
付
増
加
は
倒
絡
水
準
に
如
何
た
る
影
響
を
も
た
ら
す
か
。
他
の
事
情
に
し
て
一
様
た
ら
ば
、
此
の
貸
付
増
加
は
債

格
水
準
を
騰
武
せ

L
め
る
。
然
し
他
面
に
於
て
い
懐
妊
期
間
を
終
れ
ば
生
産
高
が
増
加
す
る
。
し
か
し
ロ
パ
ア
ト
ソ
ン
が
考
慮
す
る
の

は
、
此
の
二
つ
白
凶
子
だ
け
で
は
左
い
。

ロ
パ
ア
ト
ソ
ン
が
現
金
残
高
山
親
知
を
貯
蓄
の
分
析
に
漣
用
し
た
と
と
は
上
記
の
如
〈
で

あ
る
が
、
か
〈
の
如
き
貨
物
残
高
へ
U
要
求
に
本
〈
貯
蓄
を
も
、

ロ
パ

y
ト
ソ
ン
は
将
臆
す
る
。
今
問
題
と
す
る
揚
合
、
先
に
自
殺

的
応
蓄
の
第
三
の
形
態
と
呼
ん
だ
も
の
、
四
ち
新
居
傭
者
の
貨
物
残
高
創
設

ω
た
め
白
出
蓄
が
現
は
れ
ね
ば
た
ら
む
と
と
は
、
既
湛

に
よ
っ
て
明
か
で
あ
る
。
(
第
一
術
品
9
m
m
。
)
銀
行
貸
付
と
か
く
の
如
き
貯
蓄
と
の
大
小
山
間
係
に
よ
っ
て
、

H
々
の
市
場
忙
現
れ
る
購
買

力
の
流
れ
は
、
或
は
生
産
高
の
流
れ
よ
り
も
よ
り
速
か
に
増
加
し
、
或
は
そ
れ
よ
り
も
鈍
く
増
加
す
る
。
一
五
ム
ま
で
も
た
〈
耐
の
揚

合
に
は
物
偵
は
騰
賢
し
、
後
の
揚
A
u
に
は
下
落
す
る
。
さ
う
し
て
此
心
二
つ
の
流
れ
白
噌
し

b
が
共
に
等
し
い
揚
合
忙
は
、
附
問
栴
水

州
市
は
安
定
す
る
。

ロ
パ
ア
ト
ソ
ン
が
上
記
の
命
題
に
於
て
主
張
せ
ん
と
す
る
の
は
正
に
此
の
知
に
つ
い
て
で
あ
る
。

然
し
、
上
記
白
如
く
、
凡
で
公
京
は
そ
白
貨
幣
流
通
期
開
設
り
白
生
産
高
に
等
し
い
だ
け
む
貨
物
残
高
宇
保
有
し
よ
う
と
す
る
と

仮
定
し
て
も
、
そ
れ
だ
貯
で
は
、
そ
白
日
そ
の
日
白
貯
蓄
の
ん
さ
は
確
定
さ
れ
在
い
。
勿
論
己
白
た
め
に
必
姿
た
税
金
残
高
は

H
H

む
所
得
よ
り
も
遥
か
に
大
き
い
。
従
っ
て
彼
は
か
か
る
現
金
残
高
白
蓄
積
を
繕
績
的
に
、
一
去
は
ば
日
掛
で
行
ム
他
は
友
い
。
然
し
公

設
が
一
暢
如
何
在
る
期
制
K
於
て
此
の
貨
物
銭
円
前
の
創
設
を
行
は
う
と
す
る
か
、
と
い
ふ
こ
と
は
袖
閉
め
指
定
し
得
る
こ
と
で
は
在

此の{固定は後に撤去される o



い
。
然
ら
ば
ロ
パ

7
ト
ソ
ン
は
此
の
問
題
を
日
う
廃
刊
す
る
か
。
此
の
間
閣
に
針
す
る
ロ
パ

7

1
ソ
ン
の
庖
現
在
明
か
に
す
る
た
め

に
、
五
日
々
は
、
此
山
一
貨
物
残
高
創
設
の
期
間
に
う
い
て
の
↑
ワ
の
特
殊
心
場
合
を
取
ら
う
。
邸
主

J

、
第
一
期
に
就
業
す
る
新
居
術
者

B
は
、
第
一
問
中
は
賓
物
残
高
創
設
を
杢
然
意
附
ぜ
子
、
第
二
期

ι入
っ
て
始
め
て
と
れ
に
若
手
す
る
揚
合
、
と
れ
で
あ
る
。
此
の

揚
合
に
は
、
第
一
期
に
は
新
風
術
者
側
か
ら
白
附
帯
泣
く
n
H
H
H
U
貨
幣
の
流
れ
は
銀
行
白
貸
付
増
加
だ
け
増
額
さ
れ
、
叫
加
も
生
産

高
は
山
間
不
裂
で
あ
る
か
ら
、
作
叫
然
物
的
は
騰
貴
す
る
。
今
か
〈
む
如
き
物
岡
山
騰
設
を
端
初
的
物
似
騰
此
と
時
ぶ
と
す
れ
ば
、
此
む
端

初
的
物
倒
騰
貴
は
貨
幣
流
通
期
間
と
平
均
生
産
期
間
と
白
大
小
闘
係
と
は
全
く
畑
…
闘
係
に
、
新
風
傭
者
の
質
物
残
高
創
設
の
期
間
白

み
に
よ
っ
て
定
ま
る
も
白
で
あ
る
。
従
っ
て
此
の
端
初
的
物
債
騰
貴
の
期
聞
に
つ
い
て
は
上
記
の
命
題
む
袋
詰
す
る
検
地
は
な
い
。

即
ち
此
の
期
間
は
上
記
白
命
題
に
関
係
た
き
部
分
で
あ
り
、
上
記
の
命
題
は
た
だ
端
初
的
物
偵
騰
武
終
了
後
の
み
に
闘
す
る
と
見
ら

る
べ
き
で
あ
ら
う
。
而
し
て
、
か
く
限
定
し
た
場
合
に
は
、

k
記
の
命
題
は
貨
物
資
本
形
成
の
期
間
に
闘
係
た
く
成
E

リ
す
る
と
考
へ

ら
れ
る
。

以
上
に
於
て
ロ
パ
ア
ト
ソ
シ
に
於
け
る
問
題
。
楠
成
白
特
徴
は
陥
々
明
か
に
さ
れ
た
。
問
題
た
の
は
、
端
一
河
川
的
物
憤
騰
支
の
期
間

を
度
外
脱
し
て
云
ム
と
昔
、
雇
傭
M
A
び
流
動
資
本
が
生
産
期
間
毎
に
算
術
級
数
的
に
増
加
し
、
そ
れ
に
必
要
な
貨
幣
資
本
が
銀
行
貸

付
で
輿
へ
ら
れ
た
場
合
雌
M
M
力
の
流
れ
の
増
大
と
生
産
物
白
流
れ
白
増
大
と
は
何
れ
が
蓮
い
か
、
と
れ
で
あ
る
。
と
れ
に
針
す
る
ロ

パ
ア
ト
ソ
ン
の
答
は
か
う
で
あ
る
。
貨
幣
流
通
期
間
K
が
平
均
生
陸
期
間
T

よ
り
鋭
叫
り
れ
ば
、
貨
幣
白
流
れ
は
生
産
物
白
流
れ
よ
り

-
も
念
速
に
増
ふ
へ
し
、
従
っ
て
物
慨
が
騰
貴
す
る
。
逆
に
K
が
T

よ
り
小
在
ら
ば
、
仙
川
度
還
に
物
備
が

F
落
す
る
ロ
従
っ
て
流
動
資
本

を
算
術
級
数
的
に
増
加
し
よ
う
と
す
る
要
求
と
偵
格
水
準
の
安
定
と
い
ム
巣
求
と
が
矛
盾
在
く
州
立
す
る
の
は
、
た
だ

K
と
で
と
が

一
致
す
る
場
合
に
限
る
。

貨
幣
流
通
期
間
ー
と
平
均
生
産
期
間

第
五
十
三
巻

七

0
2

一
第
六
競

尚醤雇傭者に於ては物慣騰貴に従って所得靖大い現金残高智大するから曲
目側hらの貯蓄も存Lな い 。 但L此白人口部分は信用創主査に土って強制節約
を課せられる。
恐ら(此D ロバアトソン解揮には何人も奥義ないであらう。
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貨
幣
流
遡
期
間
と
平
均
生
産
期
間

僚
主
十
一
一
審

七
O
四

策
六
挽

アミ

然
ら
ば
そ
白
こ
と
は
如
何
に
し
て
論
詮
さ
れ
る
か
。
此
の
引
一
川
詮
は
上
記
の
如
〈
期
間
分
析
の
方
法
に
よ
っ
て
注
さ
れ
、
そ
れ
だ
け

で
も
此
白
論
設
は
相
常
に
複
雑
と
た
る
が
、
今
の
揚
合
は
、
そ
の
上
に
向
、

k
記
の
新
雇
傭
者
白
寅
物
残
高
創
設
期
間
白
種
々
た
可

能
た
揚
合
へ
白
考
慮
に
よ
っ
て
、
此
の
論
詮
は
一
居
錯
雑
し
た
も
の
と
在
り
、
卒
〈
見
透
し
難
〈
在
る
白
で
あ
る
。
然
し
と
と
で
は

ロ
パ
ア
下
ソ
シ
の
此
白
論
詮
を
出
来
る
だ
け
簡
単
化
し
、
そ
白
現
論
的
構
法
を
明
か
た
ら

L
め
る
と
と
に
努
め
た
い
と
思
ム
。
そ
白

た
め
に
先
づ
、
ロ
パ
ア
ト
ソ
ン
が
取
扱
っ
た
種
々
白
揚
合
の
一
つ
を
取
っ
て
、
彼
の
論
設
が
如
何
在
る
論
法
に
よ
っ
て
行
は
れ
る
か

を
一
不
し
、
次
に
ロ
パ
ア
ト
ソ

Jv

自
身
を
離
れ
て
、
全
〈
一
般
的
に
此
の
論
誰
を
可
能
た
ら
し
め
る
所
以
の
も
の
を
明
か
に
し
て
、
そ

れ
が
新
雇
傭
者
の
賓
物
残
高
倒
設
期
間
に
つ
い
て
の
偲
定
と
猫
立
に
成
立
つ
理
由
が

E
己
に
存
ナ
る
か
を
指
摘
し
よ
う
と
思
ふ
。

(
註
一
)
こ
こ
で
は
、
既
速
の
如
〈
、
企
業
者
と
捗
働
者
と
の
劃
立
を
考
凡
な
い
。
園
周
経
済
の
構
成
員
は
凡
て
企
業
者
で
あ
る
と
同
時
に
勢
働
者
で
あ

る
。
従
っ
て
、
貨
時
勢
貨
の
安
定
的
で
あ
る
た
め
に
生
ず
る
描
制
節
約
は
こ
こ
で
は
問
題
に
な
ら
な
い
ロ
利
円
以
下
の
議
論
は
、
固
定
資
本
出
存
在
す
る
被
秘

的
生
産
構
誼
の
下
で
も
安
訴
す
べ
き
も
の
で
あ
る

k
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
然

L
差
首
り
、
か
か
る
同
定
査
本
白
生
産
も
取
引
も
士
然
存
花
せ
向
車
線
的

生
産
構
揖
を
念
頭
に
世
〈
の
が
、
理
解
に
便
宜
で
あ
ら
う
。
然
し
ロ
パ
ア
ト
ソ
ン
の
比
三
議
論
は
生
産
構
遣
が
車
線
的
で
あ
る
場
合
に
限
ら
る
べ
き
で
は

な
い
。

b
J
〈
L

と
も
彼
白
意
聞
は
さ
つ
で
は
な
い
。
例
へ
ば
、
上
記
の
根
本
命
題
目
繍
厳
に
常
る
ぬ
同
国
u
b
h

な
る
八
百
式
を
且
よ
。
(
同

c
v
q
z
s

Z
2
4・
召

E
T
E
F
岡∞
N
)

最
後
に
ま
た
、
か
か
る
輯
済
に
於
て
雇
傭
哩
加
が
誰
に
よ
っ
て
行
は
れ
る
か
、
が
問
は
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
比
白
描

彼
は
何
ご
と
も
叙
ベ
で
ゐ
な
い
が
、
彼
の
議
論
に
、
と
っ
て
そ
の
こ
と
は
無
闘
係
で
あ
る
。

(
註
一
ご
今
第
一
期
を
例
に
と
っ
て
一
ー
は
う
。
第
一
期
第
一
日
に
は
、
館
二
期
第
一
日
に
成
熟
す
る

A
む
だ
け
の
消
費
財
の
生
産
に
初
め
て
着
手
す
る

勢
働
の
品
が
雇
傭
さ
れ
る
。
第
一
期
第
二
日
に
は
そ
の
耕
呆
は
向
中
間
生
産
物
の
形
態
を
採
っ
て
ゐ
る
G

従
っ
て
第
一
期
第
二
日
に
は
、
第
二
期
第
二
日

に
成
熟
す
る

A
Q
だ
け
の
消
費
財
の
生
産
に
着
手
す
る
崎
町
働
も
必
要
で
あ
る
が
、
ま
た
此
の
中
間
生
産
物
に
加
工
す
る
勢
働
も
必
要
で
あ
る
。
点
目
〈
で
投

下
さ
れ
る
労
働
は
、
第
一
岡
町
商
角
三
角
形
の
斜
過
の
示
す
方
向
に
於
て
日
一
日
と
帯
加
し

τ
行
き
、
建
に
そ
の
期
の
最
後
四
日
に
於
て
は
B
だ
け
の
人

口
が
凡
て
就
業
す
る
に
到
る
の
で
あ
あ
。
(
樺
一
期
の
雇
傭
暫
加
B
、
と
い
ふ
の
は
、
此
の
意
味
に
於
て
、
必
ず
し
も
n
D
が
凡
て
第
一
日
か
ら
雇
傭
さ
れ
る

と
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
)
第
一
闘
を
利
用
し
て
こ
白
乙
と
を
鍍
ペ
ょ
う
。
今
此
の
三
角
形
の
底
迭
を
h
。
に
等
し
〈
」
取
り
、
更
に
幾
本
島
白
水

平
H
等
距
離
な
る
水
平
根
に
よ
っ
て
三
角
形
を
D
簡
の
部
分
に
分
ワ
。
然
、
b
ば
此
白
夫
々
の
部
分
は
上
か
ら
順
去
に
と
っ
て
、
第
一
日
第
二
日
の
雇

怖
を
そ
れ
ぞ
れ
表
は
す
で
あ
ら
う
。
(
こ
札
に
於
て
B

は
最
も
底
白
部
分
に
酎
躍
す
る
。
)
こ
の
こ
と
か
ら
し
て
、
夫
々
の
期
に
於
け
る
雇
傭
噌
加
が

円
HH
べ

A
O
だ
り
の
流
動
費
本
(
勢
質
慕
金
)
を
要
す
る
乙
と
も
、
ま
た
夫
々
の
期
に
於
け
る
中
間
生
産
物
の
噌
加
が
そ
れ
だ
け
存
す
る
こ
ム
も
、
理
解

さ
れ
る
で
あ

b
ぅ。

此部分は績稿ι債格安定政策白費本形成主主呆寸に於て展開する。4) 




